








Effects of Morality, Dominance, and Relational Maturity on Perception of Intimate Partner 
Violence
Yasuko Morinaga, Kiriko Sakata and Makoto Hirakawa
Abstract: The effects of morality, social dominance orientation, and relational maturity on 
perception of intimate partner violence (IPV) were investigated in a sample of 300 Japanese 
male in their 30s. After reading a description of an IPV scenario involving a hypothetical couple, 
participants responded to items of victim (i.e., wife) blame. We expected that men with higher 
self-rated morality, higher social dominance orientation and less mature relationships with their 
own partners would show the highest victim blame. However, we found that men who rated 
themselves as having high morality blamed the victim more than those who did not, regardless 
of their dominance orientation and relational maturity. The results suggested that morality 
might play an important role in IPV.
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について尋ねたものもある（e.g., Nguyen et al., 203; 
Yamawaki, Ostenson, & Brown, 2009）。海外を含め，







えば， Vecina らは，IPV 加害により有罪になった男性
が比較対象となった心理学者よりも，自分の道徳観が
絶対的に正しいと考えていること（Vecina, Chaón, & 





& Nosek, 2009） で測定される道徳性を重視している
こと（Vecina, 204） を見いだした。こうしたことから，

























志向性（SDO: Social Dominance Orientation; Pratto, 


















恋愛様相モデル （高坂 , 20） をとりあげた。従来の
IPV 研究では，たとえば，ラブ・スタイル理論 （Lee, 
977） をもとに，Ludus や Mania などのスタイルが
IPV とどのように関連するかといったことが検討され
てきた（e.g., 赤澤ら , 20）。しかし，ラブ・スタイ




























ることが報告されている （e.g., 森永ら，20; Straus, 
200） が，本研究では，IPV 加害者になることが多い
男性 （内閣府男女共同参画局 , 205参照）を対象とし
て検討を行う。自分のことを道徳性が高いと認知し，
支配志向性が高い男性において，パートナーとの関係
























許容範囲の適合度が得られた （CFI = .933, RMSEA = 












= .99, RMSEA = .069, 因子間相関は絶対性と開放性





































あった（開放性 β = .89, p = .0; 飛躍性β = .39, p 
= .038）。さらに，有意な単純交互作用について，単
純単純主効果を検討した結果，平等主義が低い場合に
恋愛様相の効果が有意であった （開放性 β = － .356, 
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【付 録】
使用した IPV シナリオ
　Ａ男とＢ子は結婚して４年で，２人の子どもがいま
す。Ａ男は家族を支えるために一生懸命働いています。
Ｂ子は子どもとともに家庭にいます。ある日，Ｂ子は
友だちと一緒にパーティに出かけ，夜中の１時に戻っ
てきました。Ｂ子が遊んでいる間，Ａ男は子どものめ
んどうをみて，寝かしつけ，家事を全部片づけました。
Ｂ子が家に戻ったときには，すでにＡ男は彼女に対し
てとても腹を立てていました。彼は，怒りを抑えるこ
とができず，彼女を殴ったのです。Ｂ子はバランスを
崩し，台所の棚で額をうちました。そのせいでＢ子は，
病院の救急治療室で三針縫うことになってしまいまし
た。
